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卒業論文について 

沖縄県宮古島に都会での生活を捨て、田舎暮らしを送っている人々がいる。都会出身の

６人と宮古島で生まれ育ったみやこんちゅ１人の協力を得て行ったフィールド調査を行っ

た。その結果、彼らの生き方にはいくつかの共通した考え方を持っていることがわかった。

共通している点は大きく分けて田舎暮らし志向、自然主義、自給自足志向の３つである。 

調査協力者の中にはアフリカやブラジルなどに長期滞在した人もいて、文明の利器に頼

り切らない生活を理想とする、田舎暮らし志向を共通して持っていた。そして、この田舎

暮らし志向を実現する場として、文明の利器に頼り切りの都会生活を捨てて、宮古島を選

んで移住してきたことが分かった。 

こうした田舎暮らし志向は、移住後の生活にも明確にみられ、自然主義的なものを感じ

た。移住者は部外者ということで、島民との間に移住当初は壁もあったが、地域活動に積

極的に取り組む姿勢が評価されてすっかり溶け込んでいた。宮古島の独特の風土に適した

農作方法を伝授されていたところや、先祖代々守られてきた家屋や畑を部外者である移住

者達が借りられていたとこからも受け入れられていることが見て取れた。 

移住者たちは宮古島で行われている宮古島の風土にあった独自の農法に加え、無農薬栽

培はもちろん、人工的な手入れを極力行わないで作物を育てる自然農法などを行っていた。

また、病気の際は西洋医学を用いる病院には頼らず、東洋医学的なハーブ治療や食事面で

の改善を目指す自然療法を好んで行っていた。 

このような自然療法に加えて、彼らは基本的に自給自足を共通した未来像とし、食事か

ら電気まで全てを宮古島内で供給する完全なる自給自足の実現に向けて日々の暮らしに取

り組んでいた。彼らは仕事をお金儲けのための手段と捉えるのではなく、理想を叶えるた

めの手段として考えていた。そのため、宮古島で理想の農業生活をしながら、次なる理想

の完全なる自給自足生活の実現を目指し生活していた。 

 

 最後に、この論文を書くにあたって後押ししてくださった故川上宏先生とそのご家族

に、改めて感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 
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